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2ステップゲイン広帯域CMOS増幅 ICの試作評価結果
Measurement resultsof Wideband RF 2 Step Gain Amplifier
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1 はじめに
多様化する無線サービスを１つの端末で利用するに

は、複数の無線通信チップを搭載する必要があるが、コ
ストが増大するため様々な周波数帯に対応した広帯域な
無線通信用トランシーバチップの実現が期待されている.
その一方で、CMOSプロセスの微細化により電源電圧

が低下し、入出力信号のダイナミックレンジが低下して
しまう課題がクローズアップされている.今回、これらを
踏まえ、受信回路においてダイナミックレンジの拡大を
図った広帯域で利得可変な増幅器の試作・評価を 65 nm
プロセスを用いて行ったので報告する.

2 広帯域 2ステップゲイン増幅器の回路構成
図 1(a)に今回設計した増幅器の回路構成を示す．基本

構成は Cherry-Hooper構成 [1] を応用し、入力整合で広
帯域な動作をアクティブ帰還により実現している [2]. 利
得可変幅 5 dB、帯域 4 GHz以上を目標として、消費電力
の最小化を狙った.負帰還量を最適化することにより入
力整合特性を十分確保することができるが、50Ω整合時
では NFや線形性が良くないため入力整合性，帯域，雑
音，消費電力のトレードオフを明確にし、回路定数の最
適化を行った. さらに測定のための出力バッファにも本
構成を採用し、広帯域な特性を得ることで正確な測定を
可能にした. 可変利得機能はアクティブ帰還回路に併設
したトライステートバッファのスイッチ回路をオンオフ
制御し、負帰還量を変化させることにより実現した.

3 評価結果
65 nm CMOSプロセスによりチップを試作し (図 1(b))、

評価を行った.図 2(a)、図2(b)に Sパラメータの測定結
果を示す.S21利得は 8.9, 12.5 dBの利得を取ることを確
認し、帯域は 2.8GHzとなった.S11は高利得時の特性が
悪化しているが、低利得時にはおよそ帯域内で −10 dB
以下を達成した.また、S22は広帯域にわたって 50Ω整
合が取れていることを確認し、NFは図 3に示すように
最小で 5 dBであった.
電源電圧 1.2 Vでの消費電力は 8.0mWで、回路面積

は 0.0010mm2となり低消費電力・小面積を実現した.

4 まとめ
65 nm CMOSプロセスを用いて広帯域 RF2ステップ

ゲイン増幅器の試作・評価を行ない、低電力でかつ広帯
域な性能を確認した.
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図 2 Sパラメータの周波数特性

図 3 NFの周波数特性
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